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「冬に備える」
秋の深まりとともに、初霜や初氷など季節の便りが聞こえてきました。上川・留萌地方では、朝晩
を中心に冷え込み、いよいよ本格的な冬の到来を迎えます。今回は、「冬への備え」についてのお話
しをします。
冬というと、真っ先に浮かぶのは「雪」と思います。既に道内では初雪が観測されていますが、旭
川での「初雪」の平年値は10月17日となっています。また、地面が雪に白く覆われる状態となる「積
雪」は11月4日、降った雪が融けずに積雪状態が継続する「長期積雪」（根雪）は11月23日が平年値と
なっています。
ご記憶の方も多いと思いますが2016年は冬の訪れが早く、旭川での初雪は10月20日とほぼ平年並み
でしたが、「長期積雪」は10月29日と平年より1ヶ月弱早くなり、11月上旬には30センチを超える積
雪状態となりました。このように年によっては、急に積雪状態になることもあります。
また、峠や山間部では平地よりも気温が低いため、雨が降ると路面が凍って滑りやすくなります。
平地に比べて初雪や積雪状態となることが早いため、車で峠を通行する方・山間部にお住いの方は、
雨や雪などの天気予報に注意しましょう。
気象台では、峠や山間部で初めて積雪状態になることが予想された
とき、平地で初めて積雪状態になることが予想されたときには「雪に
関する気象情報」を発表して、積雪や路面の凍結による交通障害につ
いて注意を呼びかけています。天気予報や週間天気予報で雪の予報が
出されたら、家の周りの片づけや車のタイヤの交換など、早めに冬の
備えを行いましょう。

■問合せ先
　旭川地方気象台　☏　０１６６－３２－７１０２
　旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

日 月 火 水 木 金 土
11月

21

苫前商業高校体
験発表会（苫前
商業高校）午後
1時～

20

22 23 24 25 26

シニアスクー
ル ･公民館講座
「鮭トバ作り」
（公民館）午後
7時～

27 28

公民館講座「ヨ
ガ体験」（公民
館）午後2時～

29 30

12月

2 3 4

とままえ落語会
（公民館）午後
7時～

5

「本とあそぼう」
（公民館）午前
10時～

1

6 7 8

乳がん・子宮が
ん検診（公民館）

9

ラッコクラブ④

10 11

健康相談（公
民館）午前 10
時～午前 11 時
30分 12

公民館講座「ヨ
ガ体験」（公民
館）午後2時～

13 14 15

健康相談（福祉
センター）午
前 10 時～午前
11時 16 17 18 19

11 月→12月

※日程は変更となることがありますので、予めご確認ください。
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11月は、「児童虐待防止推進月間」です！
～子どもを虐待から守るために～
児童虐待は、子どもの心や体に大きな傷を与え、時には命にも関わる深刻な問題です。
皆さんには通告の義務があります。皆さんの気づきで子ども達を虐待から守り、社会全体で健や
かに育てていきましょう。
～虐待かな？と思ったら～
児童相談所や役場の関係機関に連絡・ご相談ください。連絡は匿名で行うことができ、連絡者や
連絡内容に関する秘密は守られます。
あなたの気づきが子どもを守り、子育てに悩む保護者を支援するための大きな一歩となります。
○子供の泣き声や助けを求める声が頻繁に聞こえる
○子供が親を異常に怖がる、顔色をうかがっている
○子供を可愛がっていない、関わりを持とうとしない
○子供の身体に不自然な傷が多い  など
　　児童虐待の疑いを感じたら、
　　　迷わず児童相談所、警察、
　　　　市区町村に連絡してください。

羽幌警察署　☏ 0164-62-1110　　苫前町教育委員会子ども教育課　☏ 0164-64-2384

女性に対する暴力対策の推進
ストーカー、配偶者等からの暴力事案の防止
ストーカー、配偶者や交際相手からの暴力で悩んでいませんか。
「恥ずかしい」「大げさにしたくない」と一人で抱え込まず、事が大きく
なる前にできるだけ早く相談しましょう。
警察では、被害を拡大させないために、相手に対する警告、禁止命令や
検挙等の措置、被害者を保護するための一時避難等の支援措置をとること
ができます。
一人で悩まず、早めの相談が被害の未然防止、拡大防止につながります。
羽幌警察署の相談窓口、相談ダイヤル「＃9110」又は苫前町役場に相談
してください。

問合せ先　羽幌警察署　☏ 0164-62-1110　　
住民生活課　☏ 0164-64-2213　　

ほっかいどう健康づくりツイッター
北海道では、道民の健康づくりに有益な情報を、SNSを利用する幅広い世代に情報発信するため、
令和２年４月より、ツイッターアカウント「ほっかいどう健康づくりツイッター」を開設しました。
「栄養・食生活」「運動」「休養」「歯科保健」「受動喫煙防止対策」といった健康づく
りに関する内容のほか、がん・生活習慣病などの疾病予防に向けた生活習慣に関する
情報について発信しています。
本アカウントをフォローいただき、まずは“見る”ことから健康づくりを始めませんか？

問合せ先　北海道留萌保健所　☏ 0164-42-8326

道税・町税  の申告がネットでできる
エルタックスは、道税の「法人道民税・法人事業税・地方法人特別税」と町税の「個人住民税」「法

人町民税」「固定資産税（償却資産）」の申告、一部の届出をインターネットを利用して行えるシ
ステムです。
詳しい情報、ご利用届出はホームページをご覧ください。
ホームページアドレス　https://www.eltax.lta.go.jp/
　北海道留萌振興局税務課　☏ 0164-42-8416
　苫前町住民生活課税務係　☏ 0164-64-2213

ウェブサイトアドレス (URL)
https://twitter.com/Hokkaido_health

道道

北海道

苫前町

その他の
都府県市町村
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苫前町いやしふれあい助成事業について
● 　高齢者等の冬場の引きこもり解消や健康増進など健やかな生活支援を図るため、町が指定する宿
泊施設の利用助成を行う「苫前町いやしふれあい助成事業」を本年度も実施しています。

●　事業対象者
①満70歳以上の方、②身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方、③要
介護２以上の要介護認定を受けている方、④ ②～③の該当となる方の付添人で町長が認めた方（付
添人が町外の場合は、対象者の３親等以内の方）
●　申請受付
役場窓口または古丹別支所で申請の受付を行っています。
（手続きには印鑑を持参ください）

問合わせ等　苫前町保健福祉課　福祉係（☏６４－２２１５）

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

苫
前
町
内
会
へ

○　
旭 

赤　

坂　

一　

昭　

様

町
社
会
福
祉
協
議
内
会
へ

○　
旭 

赤　

坂　

一　

昭　

様

○
羽
幌
町 

ミ
カ
エ
ル
祭
実
行
委
員
会　

様

風力発電の売電状況
（町営風車「風来望」）

令和２年10月分の実績
供給電力量　 578,412kWh

  11,452,557円

苫前町の交通事故情報
令和２年10月の事故状況

発生件数
０件

死者数
０人

負傷者数
０人

令和２年10月末までの累計
発生件数
２件

死者数
０人

負傷者数
２人

交通事故死ゼロ日数は
10月31日現在で1,318日

11月　町税の納期
今月は、
固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

の納入月です。
納期内納入にご協力願います。

ＪＡ北海道厚生連 苫前厚生クリニックよりお知らせ

ＪＡ北海道厚生連 苫前厚生クリニック（☎65－3535）

皮膚科　外来日は
11月：11月19日(木)
12月：12月３日(木)・17日(木)

受付
13時～
16時15分

管理栄養士による
「今日からあらためる食事療法・なんでも相談」
内科の予約診療です
11月：11月18日(水)
１月：令和３年１月20日(水)
午前・午後とも予約制です。
ご希望の方は電話でお気軽におたずね
下さい。

　大変混み合いますので、なる
べく事前の電話予約をお願いい
たします。
　不明な点がありましたら電話
でお気軽におたずね下さい。

毎月、栄養士が対応
します。医師の診察
があります。

戸
籍
の
小
箱

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
名

父
／
母

出
生
日

住
所

窪
田　

詩し

の野
長女
健
太
郎
／
春
海

９
／
10
苫　

前

守
屋　

惺せ
い
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二女
凌
二
／
理
穂
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／
３

旭

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
名

年
齢

死
亡
日

住
所

坂
野 　
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97
９
／
30
古
丹
別

赤
坂 　

101
10
／
１

旭

開
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八
起

67
10
／
２
古
丹
別

氏
家 

桂
子

80
10
／
15
栄　

浜

①申請

③予約・利用助成券提出②助成券交付

対象者 宿泊施設役場



14 頁広報とままえ　11月号

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
15
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
18
日
ま
で

の
４
日
間
と
決
定
。
町
長
か
ら
は
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
各
特
別
会
計
補

正
予
算
４
件
、
決
算
１
件
、
人
事
１
件
、
報
告
２
件
、
そ
の
他
３
件
が
提
出
さ

れ
た
。
ま
た
意
見
案
２
件
、
そ
の
他
４
件
が
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
３
氏
に
よ

る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。

令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
の
説
明
の
あ
と
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
16
日
は
議
案
精
査
の
た
め
休
会
し
た
。
17
日
に
同
委
員
会
に
て
付
託
さ
れ

た
決
算
等
の
審
議
が
行
わ
れ
認
定
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
可
決

さ
れ
会
期
を
１
日
残
し
17
日
に
閉
会
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

交
付
金
事
業
可
決

 

〜
ふ
わ
っ
と
支
援
金
・
防
災
用
品
な
ど
〜

各会計補正額と総額

介護保険特別会計
　　　　　　　　補正額 1,050万円
　　　　　　　　総　額 4億2,900万円
簡易水道事業特別会計
　　　　　　　　補正額 161万円
　　　　　　　　総　額 1億3,423万円

一般会計

補正額　２億9,312万円

総額　 62 億6,163万円

主
な
議
案
と
質
疑

継
続
費
精
算
報
告
書

【
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
】

令
和
元
年
度
継
続
費
の
精
算
報
告

全
体
計
画　

６
億
９
４
４
５
万
円

実　
　

績　

６
億
９
４
１
０
万
円

差　
　

額 

34
万
円

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率

（
指
標
が
算
定
さ
れ
た
項
目
の
み

記
載
）

実
質
公
債
費
比
率 

11
．
４
％

補正のおもなもの

【一般会計】
　●苫前地区コミュニティセンター建設工事設計変更
　●苫前地区コミュニティセンター備品購入
　●苫前厚生クリニック経営損失補償
　●国産農畜産物供給強靭化対策
　●産地生産基盤パワーアップ事業
　●新型コロナ感染症予防対策

一
般
会
計
補
正
予
算

　

 

西
議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

の
設
計
変
更
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
費
と
あ
る
が
、
本
庁
舎
と
コ
ミ

セ
ン
の
連
絡
通
路
の
防
犯
対
策
や

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

 

成
川
総
務
財
政
課
長

　

決
定
で
は
な
い
が
、
日
中
連
絡

通
路
を
閉
じ
る
予
定
は
な
い
。
１

階
は
、
夜
間
も
行
き
来
で
き
る
状

態
に
し
て
お
く
が
、
本
庁
舎
へ
の

出
入
り
つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
上

で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
対

策
を
講
じ
た
い
。

　 

西
議
員

　

ふ
わ
っ
と
へ
の
支
援
金
に
つ
い

て
、
影
響
額
を
全
額
支
援
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
町
内
企
業
と
の

不
公
平
感
が
生
ま
れ
な
い
よ
う

に
、
今
後
、
金
銭
的
な
支
援
だ
け

で
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ

の
対
策
や
積
極
的
な
展
開
を
話
し

合
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　 

本
田
商
工
労
働
課
長

　

ふ
わ
っ
と
に
対
す
る
金
銭
面
以

外
の
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
現
在

検
討
中
の
大
規
模
改
修
と
併
せ

て
、
運
営
上
の
課
題
も
含
め
、
経

営
が
盤
石
に
な
る
よ
う
十
分
に
協

議
し
て
い
き
た
い
。

質答質答

№121

北海道苫前町議会 2020～住民の意見を行政に～

苫前郡苫前町字旭37番地の1

議会報発行
特別委員会
　　 委員長 　　
西　大志

　  副委員長  　
伊藤 まち子
　 　 委員 　 　
村本　隆
早川 日出利
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質 
問

西 

議
員

町
営
合
葬
墓
の
必
要
性

　

高
齢
者
や
身
寄
り
の
な
い
方

で
、
終
活
・
墓
じ
ま
い
な
ど
の
不

安
を
抱
き
な
が
ら
生
活
を
し
て
い

る
人
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
独

身
者
の
増
加
、
お
墓
の
継
承
者
の

不
在
な
ど
、
ご
自
身
が
人
生
を
終

え
る
時
に
、
様
々
な
社
会
課
題
と

し
て
、
地
方
ほ
ど
よ
り
色
濃
く
浮

き
彫
り
に
な
る
。

　

単
に
無
縁
仏
に
し
て
良
い
の
か
、

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
先
人
へ
の

ご
供
養
も
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
課
題
は
、
行
政
が
町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、寄
り
添
い
、

細
か
な
と
こ
ろ
に
目
配
り
、
気
配

り
し
て
解
決
す
べ
き
だ
と
思
う
。

ふ
る
さ
と
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
環
境
づ
く
り
と
は
、
命
を

終
え
る
ま
で
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

た
め
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に

あ
る
。
苫
前
町
で
の
暮
ら
し
を
安

心
し
て
終
え
ら
れ
る
た
め
に
、
高

齢
者
や
身
寄
り
の
な
い
方
が
抱
え

る
課
題
、
今
後
の
情
勢
を
し
っ
か

り
と
研
究
し
、
政
策
を
立
案
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

営
に
よ
る
合
葬
墓
の
建
設
・
運
営

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

答 

弁

福
士
町
長

　

現
在
、
町
内
12
カ
所
に
町
営
墓

地
を
設
置
、
平
成
30
年
度
に
は
町

営
苫
前
霊
園
に
無
縁
墓
所
を
新
た

に
整
備
し
、
行
旅
死
亡
人
や
無
縁

故
者
な
ど
約
３
０
０
体
の
遺
骨
の

埋
葬
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
は
遺
骨
３
体
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。

　

今
後
、
町
内
に
お
け
る
墓
じ
ま

い
の
希
望
や
合
葬
墓
の
需
要
に
つ

い
て
調
査
し
た
い
と
思
う
が
、
苫

前
霊
園
の
無
縁
墓
所
を
こ
れ
ま
で

同
様
、
町
が
運
営
管
理
し
、
使
用

料
を
取
ら
ず
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
合
葬
墓

へ
の
移
行
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

一
般
質
問

Ｑ．  いつまでも住み続けられるために
町営合葬墓の整備を

Ａ．  現在の町営合同墓の
利活用を含め検討する

古丹別地区の霊園

苫前霊園に設置されている無縁墓所



16 頁広報とままえ　11月号

質 
問

伊
藤
議
員

中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
準
備

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
の
古
丹
別
中
学
校
と

苫
前
中
学
校
の
統
合
が
迫
っ
て
い

る
今
、
保
護
者
の
不
安
も
具
体
化

し
て
い
る
と
推
測
す
る
。

　

現
在
の
小
学
４
年
生
以
下
は
、

中
学
入
学
と
同
時
に
学
校
生
活
が

一
変
し
、
小
学
６
年
生
は
、
進
路

決
定
時
の
中
学
３
年
進
級
時
に
統

合
さ
れ
る
。

　

保
育
所
な
ど
か
ら
生
活
を
共
に

し
て
き
た
両
校
の
児
童
が
一
緒
に

な
る
に
あ
た
り
、
小
学
生
の
早
い

時
点
か
ら
の
交
流
が
有
効
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
、
朝

と
部
活
終
了
後
の
ル
ー
ト
と
運
行

時
間
は
ど
う
な
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
の
結
果
を
基
に
、
準
備
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
現
在
の
状

況
と
統
合
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
い
た
い
。

答 

弁

池
田
教
育
長

　

小
学
校
で
は
５
年
生
時
に
宿
泊

研
修
、
６
年
生
時
に
は
修
学
旅
行

を
合
同
で
実
施
し
て
お
り
、
社
会

教
育
課
主
催
の
小
学
生
対
象
の
事

業
に
も
、
両
地
区
か
ら
多
数
の
児

童
が
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
学
２
年
生
時
の
宿
泊

研
修
も
合
同
で
実
施
し
て
お
り
、

中
学
校
の
統
合
で
い
き
な
り
面
識

の
な
い
生
徒
同
士
が
、
学
校
生
活

を
共
に
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

　

統
合
直
後
の
中
学
３
年
生
に
つ

い
て
は
、
学
校
間
で
引
継
ぎ
を
行

い
、
進
路
指
導
や
決
定
に
際
し
、

生
徒
や
保
護
者
が
安
心
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。　

　

古
丹
別
地
区
に
お
け
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
乗
車
時
間
は
、
平
均
25

分
ほ
ど
。
統
合
に
よ
っ
て
10
分
〜

15
分
く
ら
い
時
間
が
長
く
な
る
と

予
想
す
る
か
、
負
担
の
か
か
ら
な

い
ル
ー
ト
を
検
討
し
た
い
。
部
活

動
終
了
後
の
部
活
便
も
同
様
に
考

え
て
い
る
。

　

統
合
に
向
け
て
の
準
備
は
、
令

和
２
年
度
中
に
方
針
を
決
定
、
令

和
３
年
度
の
当
初
か
ら
準
備
を
ス

タ
ー
ト
し
た
い
。
両
校
に
あ
る
教

材
・
教
具
・
備
品
等
の
利
活
用
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
調
整
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
計
画
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
等
々
多
岐
に
わ
た
る
が
、
学

校
関
係
者
や
保
護
者
、
地
域
住
民

か
ら
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置

し
、
十
分
な
協
議
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。

一
般
質
問

Ｑ．  中学校統合への準備は 

Ａ．  準備委員会を設置、十分な協議が必要

スクールバスを利用する生徒たち

統合により廃校となる古丹別中学校
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質 
問

磯
崎
議
員

技
能
実
習
生
の
相
談
窓
口
の

開
設
が
必
要

　

実
習
生
が
意
欲
を
持
ち
、
良
い

形
で
研
修
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　

漁
業
の
労
働
力
不
足
を
考
え
る

と
外
国
人
研
修
生
の
雇
用
は
避
け

て
通
れ
な
い
た
め
、
相
談
窓
口
の

開
設
を
お
願
い
し
た
い
。

答 

弁

福
士
町
長

　

外
国
人
を
含
む
労
働
行
政
の
た

め
、
商
工
労
働
観
光
課
の
新
設
と

苫
前
町
雇
用
対
策
協
議
会
を
設
置

し
、
課
題
を
共
有
す
る
仕
組
み
を

立
ち
上
げ
た
。
昨
今
の
深
刻
な
労

働
力
不
足
の
中
、
技
能
実
習
生
は

貴
重
な
戦
力
で
あ
る
と
認
識
す

る
。
相
談
窓
口
の
開
設
に
は
、
必

要
な
支
援
や
行
政
部
門
へ
の
事
務

局
設
置
の
是
非
な
ど
、
最
善
な
体

制
に
つ
い
て
雇
用
主
や
管
理
団
体

か
ら
要
望
を
聞
き
取
り
、
苫
前
町

雇
用
対
策
協
議
会
で
も
議
題
と
し

て
取
り
上
げ
た
い
。

質 

問

磯
崎
議
員

停
電
時
の
風
力
発
電
の
活
用
を

　

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
40
時
間

の
停
電
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
。

町
独
自
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
、
停
電
時
の
風
力
発
電
の

活
用
の
た
め
、
６
月
に
成
立
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化
法
に
よ

り
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
多

様
な
仕
組
み
を
模
索
願
い
た
い
。

答 

弁

福
士
町
長

　

現
法
制
度
下
で
は
、
１
㎞
１
億

円
の
送
電
線
敷
設
費
や
維
持
管
理

費
な
ど
多
額
な
費
用
と
期
間
を
要

す
る
た
め
、
北
海
道
電
力
へ
の
売

電
以
外
に
方
法
は
な
い
。

　

今
後
は
、
６
月
に
成
立
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化
法
の
各
種

施
策
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
の
風

力
発
電
を
活
用
し
、
町
民
の
電
気

消
費
を
風
力
発
電
で
賄
う
地
産
地

消
の
可
能
性
や
停
電
対
策
な
ど
、

引
き
続
き
、
国
や
関
係
機
関
に
要

望
し
、災
害
に
負
け
な
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

一
般
質
問

Ｑ．  ①外国人技能実習生相談窓口開設を 
②風力発電の活用模索を

Ａ．  ①相談窓口の設置を検討していく 
②風力発電の地産地消の可能性を追求する

浜で作業をする外国人実習生

リプレースされた風来望４号機
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一
般
会
計
決
算

質 

田
沢
委
員

　

町
税
の
未
納
者
は
、
固
定
化
し

て
い
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
は
あ
る
の
か
。

答 

平
井
住
民
生
活
課
長

　

あ
る
程
度
、固
定
化
し
て
い
る
。

給
料
か
ら
の
天
引
き
や
納
税
相
談

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。
現
段

階
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
は

し
て
い
な
い
。

質 

田
沢
委
員

　

た
ば
こ
税
の
増
収
理
由
は
。

答 

平
井
住
民
生
活
課
長

　

13
カ
月
分
の
収
入
と
な
っ
た
。

質 

伊
藤
委
員

　

有
害
鳥
獣
対
策
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
の
使
途
は
。

答 

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

ヒ
グ
マ
箱
わ
な
の
監
視
カ
メ
ラ

で
、
熊
が
通
過
す
る
と
動
画
・
静

止
画
と
両
方
が
撮
影
さ
れ
、
精
度

は
か
な
り
高
い
。

質 
伊
藤
委
員

　

苫
前
ブ
ラ
ン
ド
６
次
産
業
化
チ

ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
は
、
新
規
事

業
者
の
申
込
み
が
無
か
っ
た
。
Ｐ

Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
。

答 

本
田
商
工
労
働
観
光
課
長

　

商
工
会
や
団
体
、
町
内
回
覧
板

で
周
知
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、

工
夫
を
こ
ら
し
周
知
を
図
り
た

い
。

質 

早
川
委
員

　

苫
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
運
営

補
助
金
返
納
金
の
内
容
は
。

答 

横
野
保
健
福
祉
課
長

　

平
成
29
年
度
補
助
金
の
不
適
切

処
理
に
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

独
自
財
源
か
ら
毎
年
分
納
し
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

質 

間
宮
委
員

　

社
協
の
補
助
金
返
還
で
、
提
出

さ
れ
た
監
査
委
員
の
報
告
も
併

せ
、
町
は
検
証
を
行
っ
た
の
か
。

内
容
を
も
っ
と
調
査
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

小
澤
副
町
長

　

返
還
金
に
つ
い

て
は
今
後
も
協
議

を
進
め
て
い
く
。

監
査
報
告
の
と
お

り
と
考
え
て
い

る
。
時
系
列
的
に

調
査
し
て
き
た
。

質 

間
宮
委
員

　

社
協
の
自
主
財

源
は
会
費
、
寄
付

金
し
か
な
い
。
そ

れ
ら
を
返
納
金
に

充
て
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
町
民
に
申

し
訳
な
い
。
こ
の

件
に
つ
い
て
責
任

を
持
つ
人
が
い
な

い
。
し
っ
か
り
調

査
し
確
認
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
。
こ
の
件
に
つ
い

て
は
別
に
常
任
委
員
会
の
場
で
協

議
願
い
た
い
。

答 

小
澤
副
町
長

　

会
費
も
し
く
は
寄
付
金
し
か
自

主
財
源
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、

そ
れ
ら
か
ら
充
て
て
い
る
と
予
想

す
る
。
今
後
、
し
っ
か
り
と
整
理

し
常
任
委
員
会
に
お
い
て
協
議
し

た
い
。

質 
早
川
委
員

　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費
の
内
訳

と
廃
棄
物
処
理
方
法
の
周
知
は
。

答 

宮
野
農
林
水
産
課
長

　

業
務
委
託
料
は
、
鹿
の
３
３
０

頭
な
ど
で
、
処
理
手
数
料
は
ア
ラ

イ
グ
マ
97
頭
の
ほ
か
鹿
、
熊
等
が

あ
る
。
箱
わ
な
の
取
り
扱
い
や
処

分
の
方
法
な
ど
、
回
覧
で
再
度
周

知
し
て
い
き
た
い
。

質 

田
沢
委
員

　

緑
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
の
備
品
購
入

は
何
か
。

答 

森
社
会
教
育
課
長

　

ス
キ
ー
場
安
全
防
護
ネ
ッ
ト
一

式
。

令
和
元
年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

―
検
証
し
次
に
活
か
す
議
論
を
―

委
員
長

　

磯　

崎　
　
　

功

副
委
員
長

　

村　

本　
　
　

隆

委
員

議
選
監
査
委
員
の

西
大
志
議
員
を
除
く
７
名

ヒグマ捕獲用箱わなをセンサーカメラで監視

助成金事業でラベルを一新した町内事業所のミニトマトジュース
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下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

質 

伊
藤
委
員

　

令
和
元
年
度
の
下
水
道
普
及
率

は
。

答 

星
建
設
課
長

　

令
和
元
年
度
は
58
％
、
前
年
度

は
54
．
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

財
産
に
関
す
る
調
書

質 

早
川
委
員

　

学
校
関
係
の
除
雪
機
２
台
が
減

少
し
て
い
る
が
。

答 

長
澤
子
ど
も
教
育
課
長

　

残
存
価
格
が
30
万
円
以
下
に
な

っ
た
た
め
台
帳
上
は
減
少
し
て
い

る
が
、
現
在
も
各
学
校
に
は
配
置

さ
れ
て
い
る
。

総
括
質
疑

質 

伊
藤
委
員

　

に
こ
に
こ
タ
ク
シ
ー
運
行
事

業
、
へ
き
地
患
者
輸
送
車
運
行
業

務
、
学
校
関
係
運
行
業
務
委
託
料

の
交
通
関
連
経
費
が
総
額
約

６
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
中
学

校
統
合
に
よ
り
さ
ら
に
委
託
料
の

増
額
が
想
定
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
や
公
民
館
の
大
規
模
改

修
、
郷
土
資
料
館
改
築
な
ど
の
大

型
事
業
に
よ
り
、
将
来
の
町
財
政

は
厳
し
く
な
る
と
推
測
す
る
。

　

路
線
バ
ス
を
含
め
、
新
し
い
交

通
体
系
を
協
議
す
る
時
期
が
来
て

い
る
と
感
じ
る
。
我
々
議
員
も
含

め
み
ん
な
で
協
議
す
る
場
を
作
る

べ
き
で
は
。

答 

福
士
町
長

　

に
こ
に
こ
タ
ク
シ
ー
は
非
常
に

喜
ば
れ
て
い
る
と
認
識
を
す
る
。

今
後
も
事
業
費
が
２
千
万
円
前
後

で
推
移
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
継
続

し
た
い
。

　

中
学
校
統
合
後
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
、
合
理
的
に
回
り
、
余
剰
経

費
を
か
け
ず
に
運
行
で
き
る
か
精

査
し
て
い
く
。

　

全
町
民
の
足
の
確
保
に
、
交
通

体
系
の
見
直
し
な
ど
の
協
議
と
研

究
を
進
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
伴
う

補
正

　

７
７
４
８
万
円
追
加

一
般
会
計
総
額57

憶
２
０
８
９
万
円

第 

６ 

回

臨 

時 

会

令和２年
８月12日

・
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
事
業

２
億
４
６
８
６
万
円
追
加

・ 

学
校
の
換
気
、
暑
さ
対
策
と
し

て
、
扇
風
機
等
を
配
備

69
万
円
追
加

一
般
会
計
総
額59

憶
６
８
４
４
万
円

苫
前
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命

 

上
田

　
卓
司 

氏

任　
　

期

　

令
和
2
年
10
月
1
日
か
ら
令
和

6
年
9
月
30
日
ま
で
の
4
年
間

第 

５ 

回

臨 

時 

会

令和２年
７月21日

・
意
見
案
の
取
り
扱
い

　

３
件
の
要
請
の
う
ち
２
件
提

出
。

・
付
議
事
件

町
長
提
案

　

条
例
１
件
、
予
算
５
件
、
報
告

2
件
、
認
定
１
件
、
同
意
１
件
、

そ
の
他
３
件

議
員
提
案

　

意
見
書
２
件
、
決
議
案
１
件
、

発
議
２
件

・
一
般
質
問

　

３
名
よ
り
４
件
の
通
告

・
会
期

　

９
月
15
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で

の
４
日
間

・
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

議
会
報
発
行

特
別
委
員
会

９月18日
10月５日

　

第
３
回
定
例
会
議
会
報
編
集
作

業９
月
18
日

　

編
集
内
容
の
検
討

10
月
５
日

　

編
集
作
業
と
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検

討 議
会
運
営

委
員
会

９月７日

患者輸送バスを利用する町民

　

こ
の
度
、
留
萌
管
内
町
村
議
会

議
長
会
か
ら
西
議
員
に
対
し
、
自

治
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

　

苫
前
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年

以
上
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
第
３
回
町
議
会
定

例
会
開
会
前
に
仮
議
場
に
お
い

て
、
阿
部
議
長
よ
り
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
た
。

自
治
功
労
者
表
彰
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医
療
対
策
特
別
委
員
会

令
和
２
年
９
月
３
日
開
催

　

苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損

失
補
填
金

 

５
４
０
９
万
円

臨
海
地
域
特
別
委
員
会

令
和
２
年
９
月
３
日
開
催

　

新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

令
和
元
年
度
事
業
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

令
和
２
年
６
月
18
日
開
催

　

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業

　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
を
活
用

し
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
民
設
民
営
に

よ
り
、
町
内
未
整
備
地
区
に
整
備

す
る
。

令
和
２
年
７
月
15
日
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

交
付
金
拡
充
に
よ
る
備
品
購

入
、
地
域
応
援
券
等
の
事
業
費

 

７
７
４
８
万
円
補
正

令
和
２
年
９
月
２
日
開
催

所
管
事
務
調
査

現
地
調
査
の
実
施

主
な
視
察
先

・
消
防
苫
前
支
署

・ 

苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

・
庁
舎
前
ひ
ぐ
ま
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

・
苫
前
地
区
西
団
地

・
金
刀
比
羅
橋

・
苫
前
地
区
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ

令
和
２
年
９
月
３・
４
日
開
催

・ 

な
な
か
ま
ど
の
館
令
和
元
年
度

事
業
報
告

・ 

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
漏
水

調
査 

44
万
円

・ 

苫
前
三
角
点
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ

の
建
て
替
え

令
和
３
年
度
に
予
算
計
上

・
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業

　

集
団
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た

め
の
必
要
経
費
の
補
助

 

１
８
５
万
円

・ 

東
川
町
内
会
館
浄
化
槽
流
入
管

改
修
工
事

 

22
万
円

・
戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
改
修

 

１
５
０
万
円
増
額

・ 

国
産
農
産
物
供
給
力
強
靱
化
対

策
事
業

　

苫
前
町
農
業
協
同
組
合
撰
果
場

に
ミ
ニ
ト
マ
ト
選
果
ラ
イ
ン
を
整

備

 

４
３
７
３
万
円

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
よ
り

充
当
）

・
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
式
ト
ラ
ク
タ
ー
・
農
薬

散
布
用
ド
ロ
ー
ン
等
の
導
入

 

２
４
５
４
万
円

・ 

上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
事
業

報
告

　

経
年
劣
化
し
故
障
し
た
作
業
用

ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
の
入
れ
替
え

 

４
６
２
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
交
付
金

① 

町
内
介
護
関
係
事
業
者
感
染
症

対
策
支
援
事
業

 

50
万
円
×
５
事
業
所

② 

医
療
機
関
診
療
体
制
維
持
支
援

事
業

　

４
０
０
万
円
×
２
医
療
機
関

　

２
０
０
万
円
×
１
歯
科
医
療
機

関③
感
染
予
防
対
策
事
業

・
マ
ス
ク
の
配
布
１
世
帯
当
た
り

１
０
０
枚

・
各
施
設
来
庁
者
手
指
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
購
入

医療対策・臨海地域・議会報発行特別委員会、議会運営委員会、総務産業常任委員会

町内現地視察
 事業の進ちょく状況を確認

新型コロナ対策など

敷地や建物の課題、今後の在り方について協議される苫前地区スキー
場ロッジ

役場庁舎前のひぐまモニュメント

経年劣化し、不具合が生じ活動に支障が出る恐れがある。
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・
防
護
服
、
ゴ
ー
グ
ル
等
消
毒
作

業
用
物
品
の
備
蓄

・
検
診
時
に
お
け
る
感
染
予
防
対

策
器
具
の
購
入

 
総
計　

６
７
９
万
円

④
農
業
経
営
維
持
対
策
支
援
事
業

　

農
協
の
指
導
事
業
に
対
す
る
支

援

 

１
４
５
万
円

⑤ 

水
産
物
供
給
力
強
靭
化
対
策
事

業

　

北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
へ

 

１
０
０
万
円

⑥ 

新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

支
援
金

　

大
新
東
㈱
苫
前
支
店
へ

 

３
０
０
０
万
円

⑦ 

救
急
車
感
染
予
防
対
策
事
業

　

救
急
搬
送
時
の
感
染
予
防
資
機

材
の
整
備　
　

 

２
７
３
万
円

⑧
避
難
所
感
染
症
対
策
事
業

　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、
備
蓄
用
コ

ン
テ
ナ
等
の
購
入

 

２
０
１
５
万
円

⑨ 

社
会
教
育
施
設
感
染
予
防
対
策

事
業

　

各
施
設
備
品
の
購
入

　
　

公
民
館 

28
万
円

　
　

郷
土
資
料
館 

41
万
円

　
　

体
育
施
設 

12
万
円

・ 

居
宅
介
護
支
援
事
業
へ
の
対
応

　

町
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

開
設
に
伴
う
居
宅
介
護
支
援
計
画

の
自
己
作
成
解
消
に
よ
る
関
連
予

算
の
減
額

 

７
５
０
万
円
皆
減

・ 

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
料
の
変
更

　

屋
上
防
水
修
繕
工
事
、
暖
房
ボ

イ
ラ
ー
取
替
工
事

 

45
万
円
増
額

・ 

苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
備
品
購
入

 

１
５
４
５
万
円

・ 

役
場
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
及
び

苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
設
計
変
更
の
補

正

 
５
８
４
２
万
円
増
額

・ 

町
道
旭
長
島
線
防
雪
柵
補
修
工

事

 
　

３
７
７
万
円

・ 

苫
前
町
定
住
促
進
空
家
活
用
事

業
助
成
金
の
予
算
補
正

 

　
　

３
０
０
万
円
増

現地視察が行われたコミセン。進捗状況、設計変更など
の説明を受けた

　

昨
年
、新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、

元
号
は
「
令
和
」
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
令
和
お
じ
さ
ん

こ
と
、
菅
義
偉
氏
が
９
月
16
日

に
第
99
代
目
と
な
る
内
閣
総
理

大
臣
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
県
の
農
家
の
息
子
さ
ん

と
聞
く
だ
け
で
、
親
近
感
が
湧

い
て
き
ま
す
。
努
力
家
で
改
革

派
と
の
報
道
。

　

就
任
記
者
会
見
で
は
、「
国

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
政
府
、
国

民
の
た
め
に
な
る
、
国
民
の
た

め
に
働
く
内
閣
を
つ
く
る
」
と

力
強
く
語
り
、
悪
し
き
前
例
主

義
を
打
ち
破
り
、
規
制
改
革
を

全
力
で
進
め
て
行
政
の
縦
割
り

打
破
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
世
の
中
全
体
に
影
響
が
出

て
い
る
な
か
、
地
方
に
ど
れ
だ

け
目
を
向
け
て
く
れ
る
の
か
、

期
待
し
つ
つ
状
況
も
注
視
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
私
達
議
会
議
員
は
、「
町

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
、
町

民
の
た
め
に
な
る
、
町
民
の
た

め
に
働
く
議
会
」
と
な
る
た
め

の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
菅
首
相
の
お
言
葉
を
お

借
り
し
、
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

 

文
責
／
伊
藤
ま
ち
子

編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社

会
的
影
響
を
も
た
ら
し
、
地
方

税
・
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財

源
の
激
減
が
避
け
難
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
今
後
の
地
方
財
政
は
、

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
地
方
の
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税

及
び
地
方
交
付
税
の
一
般
財
源
総
額

の
確
保
・
充
実
を
図
る
た
め
の
取
り

組
み
を
確
実
に
実
現
さ
せ
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
経
済

再
生
担
当
大
臣
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
世
担
当
大
臣

　

北
海
道
の
産
業
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
っ
て

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

復
興
を
加
速
す
る
た
め
に
、
食
や

観
光
と
い
っ
た
地
域
が
持
つ
潜
在

力
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、

高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
早
期
形
成
や
機
能
向
上
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
本
道
は
、
近
年

の
自
然
災
害
時
に
発
生
す
る
道
路

障
害
、
道
路
施
設
の
老
朽
化
に
加

え
、
除
排
雪
の
費
用
も
多
額
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
に

お
い
て
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
か

ら
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網
の
計

画
的
・
体
系
的
整
備
の
必
要
性
や
、

経
済
活
動
復
興
に
お
け
る
道
路
の

重
要
性
を
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
の
道

路
整
備
の
推
進
や
管
理
充
実
・
強

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
特
段
の
処

置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
土

交
通
大
臣
、
国
土
強
靭
化
担
当
大

臣

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地

方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
道
路
の
整
備
等
に
関
す
る

意
見
書



１年

池田 　倖
さち
 さん

空の彩色を応用して、
家の壁の汚れや陰を
表現できたので、達成
感は大きかったです。

『身近な風景』
１年

後藤 祐
ゆう  と

人 くん
空は上手くぬれたけ
ど、建物をはみ出さ
ずに同じ色でぬるこ
とが難しかったです。

『身近な風景』
１年

杉本優
ゆ  き  の

希乃さん
背景や家の玄関を上手く彩色
できました。思い通りに混色で
きなかったけど今までの作品づ
くりで一番上手く描けました。

『身近な風景』

２年

白府 叶
か な た

大くん
毛の流れを意識して１
本１本丁寧に描けまし
た。楽しくてあっとい
う間に完成しました。

『牛の絵』
２年

瀬川 天
て ん む

夢くん
黒毛の色に不安があっ
たけど、完成してみたら
良い色でした。白毛の彩
色にも満足しています。

『牛の絵』
２年

西　胡
こ は る

春さん

『牛の絵』

３年

吉川 唯
ゆい  か

華さん
筆の先を尖らせて、毛並
みを彩色しましたが、もう
少し濃淡や明暗をはっき
りさせれば良かったです。

『馬の絵』
３年

斉藤 夏
なつ  か

華さん

首や体の筋肉
の盛り上がり
や、足の緑の反
射を上手く彩
色できました。

馬の体の陰影や毛の光
沢、表情を上手く描けま
した。今年度中止になっ
た馬の絵作品展で文科大
臣賞をとりたかったです。

『馬の絵』
３年

水野 玲
れ  な

奈さん

『馬の絵』

鼻周辺はうまく彩色で
きたし、あごに草の緑
の反射を入れて自然な
色合いにしてみました。

新型コロナウイルス感染防止にご協力をおねがいします。
「新しい生活様式」の実践をお願いします！

中学生ギャラリー

　ご自身の症状に不安がある場合は、次の窓口にご相談ください。
電話番号 開設時間

体調についての相談
〇苫前町保健福祉課

専門窓口ではありません
0164-64-2215 平日　８：30～17：15

帰国者･接触者相談センター
〇 北海道新型コロナウイルス
感染症健康相談センター

0800-222-0018
（フリーコール） 24時間

〇留萌保健所 0164-42-8310 平日　８：45～17：30
〇厚生労働省電話相談窓口 0120-565-653

（フリーダイヤル）
9：00～21：00
（土日祝も含む）

古 丹 別 中 学 校 生 徒 の 作 品

「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
は
じ
め
よ
う


